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タイトル 
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研究計画内容 【研究の背景】近年、フリマアプリやネットオークションの普及により、チケットや人気

商品の高額転売が社会問題となっている。マスクの転売やイベントチケットの価格高騰な

どにより、政府や業界団体が規制や反対表明を行う事例も増えた。世論調査でも、多くの

人が高額転売に否定的な印象を持っている。一方で、経済学的には高額転売が合理的な市

場行動とみなされる場合もあり、経済学の学習経験の有無や市場行動に対する態度がこう

した認識に影響を与えている可能性が指摘されている。 

【研究の目的】本研究は、経済学の学習強度、市場行動に対する態度、財の性質の違いが

高額転売に対する意識にどのような影響を与えているかを明らかにすることを目的とす

る。 

【研究対象】本研究では、甲南大学の学生を対象にアンケート調査を行う。特に経済学の

学習経験や理解度にばらつきのある集団を調査対象とすることで、高額転売に対する経済

学の学習強度による影響の違いを比較・検証する。 

【研究の進め方】1. 先行研究の精読と視点の整理（経済的合理性・倫理・法制度など） 

2. 調査票の設計と改善（プレアンケートによる検証） 

3.本調査の実施 

4. 回答結果をもとに、経済学の学習強度が転売に対する意識・購買行動にどう影響する

かを分析する。 
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